









































































































































































　『後法成寺関白記』中で慶寿院は、 「小女」 「姫君」 「姫君御料人」 「御台」と成長するにつれて呼び方が変化していく。慶寿院に関する最初は、永正十三年二月十三日条であ 。 「去夜小女発虫令絶入間、今朝召弾
（富小路資直）
正少弼、即来送良薬」と 夜泣き・疳の虫がひどく富小路資直 呼ば










霊社・鞍馬へ参詣し 同年十月にも一家で鞍馬参詣をし宿泊した。享禄三年（十七歳）にも、維子と二人で鞍馬 をしている。また、同年月は、家族そろって清水へ松茸狩りにいき、山中で宴があった。これ以外にも家族での遊覧が多く記されている 慶寿院は家族と共 、度々寺社参詣 行き、時には維子と二人で出か こと あった。また、生見玉が毎年、子女や妹から尚通に進上され 子どもたちが集まり祝っている。　
このように、近衛尚通家は家族の結束が強い家で、寺院に入室した兄

















































































































































のような従来の解釈によれば、義晴はあえてこのような絵巻を制作しなければなら いほど、 将軍としての地位に不安を持ち、 「桑実寺縁起絵巻」は義晴の空しい願 が込められた作品であったということ なる。　
しかし、 「桑実寺縁起絵巻」を、 京都で慶寿院が見ていたとすれば 「桑







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に出仕し、義輝に馬・太刀・五種五荷、慶寿院に五種五荷、春日局へ三種三荷が進上された。三月十日に、細川氏綱が歳暮の挨拶として、義輝に扇十本・十合十荷、御台 五合五荷 慶寿院 五合五荷と初めての対面の御礼に練貫一重・引合十帖、春日局へ三種三荷が進上された。　
同十二月十八日三好孫次郎へ、 「義」の偏諱が与えられ、義長となった。
































































































































































































































修寺文書」には、義輝から慶寿院宛て消息、慶寿院から専修 宛て消息、慶寿院から朝倉室への消息案が残され、慶寿院が主導権 持っ こ 相論に関わったことが判明する。
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④永禄五年、曼殊院と北野社松梅院の加賀冨墓庄をめぐる相論において、伊勢貞孝が行う政所沙汰で裁許されたが、この裁許に対し松梅院は裁許が曼殊院側に偏っていると愁訴した。義輝は審理経過を奉行人に尋ねようとしたが、松永久秀は政所でひとたび出た判決に将軍が口を挟むことはするべきではないと伊勢貞孝を擁護し 。激怒した義輝は、久秀の良きようにせよと声を荒げ、上野信 ・進士晴舎らは久秀 遠慮のない申し様を諌めた。　
その後、久秀は奉行人の喚問に同意したが、義輝の八幡動座により、































































衛家領維持の切り札として将軍義晴に嫁いだ。近衛稙家等兄弟が慶寿院に常に寄り添ったのは、父尚通の指示だったのではないかと思われる。そして、慶寿院が天文三年（一五三四）に十二代将軍義晴に嫁いだ当時、義晴は近江桑実寺で六角定頼庇護下にあった。 慶寿院は完成間もない 「桑実寺縁起絵巻」を京都 見ていた可能性が高い。 「桑実寺縁起絵巻」は、桑の大樹のもと 、日光・月光菩薩の垂迹である金の鳥（太陽）と白兎（月）が揃うところからはじまり、藤原氏ゆかりの桑実寺に、高貴な女性がやってくるという話である。巻頭場面は、桑実寺の大樹（将軍）もとに、太陽（義晴）と月（慶寿院）が揃うことを暗示して るのであろう。　
義晴・義輝期は、度々将軍が京都から近江に避難しており、結婚後の
慶寿院も避難を繰り返し苦楽を共にした。それ以前の将軍家に比べ、日常的に夫婦が接する機会も多く、危機を乗り越え ため家族としての結束が強まったと思われ 。そして、慶寿院は常に義輝を手元に置き、手塩にかけて育て 。天文五年、伊勢邸に 輝と共に義晴・ 移り天文八年に八瀬へ義輝・慶寿院のみが避難したこ は、慶寿院の意思ではないかと思われる。 と は生涯離れて暮らすこ はなかった。　
また、近衛一族も義晴の京都退去に随行し近江に滞在した。また、将
軍側近として大名間調停の使者に立ち地方へも下向した。血縁者を持たない義晴に っ 、義澄以来 家臣と合わせ、近衛一族は最も信頼できる存在だったのである。そして、近衛家も義晴を近衛一族の一員と認識していたのであろう。 近衛家と義晴夫妻は、 外戚という以上に 族であった。　
義輝期の慶寿院は、将軍後見役として大きな力を持っていた。伊勢貞
助の記録や、 『お湯殿の上 日記』に度々慶寿院に関する記載が見られる。義輝にとって母及び近衛家の伯父達の意見は無視できないものがあった。慶寿院は近衛兄弟をバックに「将軍家家長」だったといえるだろう。義晴・義輝期の「足利―近衛体制」という特異な体制は、慶寿院がその要だったのである。近衛家が外戚として ・義輝期 力をふるったという理解がこれまでの通説だが 慶寿院を支えるこ が 兄弟の使命だったのである。　「足利―近衛体制」は、近衛尚通家という家族の結束が非常に強い一家と、血縁者を持たない足利義晴が結び付き、その要として慶寿院がいたことによって生まれ 特異な政治体制だっ のである。　慶寿院死後上杉本が完成し、慶寿院は上杉本を見ることができなかっ




二五七、 二〇一六年） 。同「上杉本洛中洛外図屏風の主題と制作目的」 （ 『史艸』五七、 二〇一六年） 。
（２） 「年代記抄節」国立公文書館蔵写本。（３） 『言継卿記』永禄八年五月十九日条。（４）黒嶋敏「山伏と将軍と戦 大名」 （ 『年報中世史研究』二九、 二〇〇四年） 。（５） 高梨真行 将軍足利義輝の側近衆 立正史学』 八四、 一九九八年） 。川嶋将生 「大
覚寺義俊の活動」 （ 『室町文化論考』法政大学出版局、二〇〇八年）初出一九九五年。
（６）同前、高梨論文。（７）前掲注（４）黒嶋論文。（８）高群逸枝『平安鎌倉室町家族の研究』 （国書刊行会、一九八五年）（９）湯川敏治「中世公家家族の一側面」 （ 『ヒストリア』九一、 一九八一年） 。同「戦

















16）磯川いづみ「天文期伊予河野氏の対京都外交」 （ 『戦国史研究 六七、 二〇一四年） 。
（




係をめぐって―」 （ 『日本歴史』六三一、 二〇〇〇年） 。
（


























































































































七年細川亭御成記」 （ 『続群書類従』三五輯、拾遺部） 。馬部隆弘「細川
晴元の取次と内衆の対立構造」 （ 『ヒストリア』二五八、 二〇一六年）によれば、従来この史料は天文七年とされてきたが、天文十七年に比定される。
（























82） 「長興宿禰記」 明八年 一 二十二日条（史籍集覧 。
（













































99） 「惟房公記」天文十一年三月十八・二十八 条。 『大館常興日記』天文 一年三
月二十四・二十六・二十八日、閏三月十一・二十五・二十六日、四月三・八日条。
（
100） 「光源院殿御元服記」 （ 『群書類従』二二、武家部 。 「後奈良天皇宸記」 （続史料



























































127） 『言継卿記』天文十九年十一月二 一・二十三・ 四 『公卿補任』天文
十九年条。 「厳助往年記」天文十九年十一月条。
（






131） 『言継卿記 年三月十四・十五日条。 「厳助往 記」天文二十年三月
十四日条。
（










136） 『お湯殿の上 日記』天文二十年四月五日、 月九・二十一日条。
（
















145） 『言継卿記』天文二十一年十一月二 七・ 八・三十 十二月一・五・六・
十一・十七日条。
（
146） 『言継卿記』天文二十二年正月四・五・ 八日、 閏正 一・八日条。 「厳助往年記」
天文二十二年閏正月条。
（





































































































187） 『お湯殿の上 日記』永禄五年八月二十五～二十八日 、九月十一日条。
（
188） 『お湯殿の上 日記』永禄五年四月十一日条。 「長享畿内兵乱記」永禄五年七月










193） 『東寺光明講過去帳』 （東京大学史料編纂所架蔵謄写本） 。
（
















202） 『東寺光明講過去帳』 （東京大学史料編纂所架蔵謄写本 。
（








206） 『言継卿記』天文十八年八月二十七日、 天文二十一年三月九 二十日、 八月十二日、
















213） 「吉川家旧蔵文書」 （ 『広島県史』古代中世資料編Ⅴ）六頁。
（
214） 「吉川家旧蔵文書」一、 、 ） 。山田康弘「戦




216） 『久志本年代 条（東京大学史料編纂所架蔵謄写本） 。
（
217） 『雑々聞検書
丁巳
歳』 （国立公文書館蔵写本） 。
（
218） 『お湯殿の上の日記』永禄七年九月十一日条。
（
219）ルイス・フロイス 本史』第一部五七章。
（史学専攻博士課程後期三年）
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